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【記事一覧】
①若者選挙ネットワーク「SNSを使いこなせ！」 12月14日＠鹿児島
②明るい選挙推進協会からのお知らせ
③沖縄県選挙管理委員会主催「若者選挙カレッジ」
④主権者教育アドバイザー紹介 (黒崎 洋介)

主権者教育だより vol.３１

②明るい選挙推進協会からのお知らせ
情報誌「Voters No.53」を発行しました

今号の特集は「若者と投票参加」です。令和元年７月行われた参院選における
若者の投票率について、5名の有識者にご執筆いただきました。また、今号から、
東海大学の斉藤先生による「アメリカの主権者教育」、慶應義塾高校の原田先生
による「デンマークにおける民主主義の実践」の連載を始めました。

第19回統一地方選挙全国意識調査の報告書を作成しました
本調査は、全国の満18歳以上の男女3,150人を対象に、郵送調査法により実施

し、各種地方選挙の投票の経緯や意向、無投票当選の是非、議員のあり方等につ
いて尋ねました。報告書の作成に際しては、埼玉大学社会調査研究センターの松
本正生センター長、東京大学大学院情報学環の前田幸男教授にご協力いただきま
した。
報告書は、協会のホームページに掲載しておりますので、是非ご覧ください。
（http://www.akaruisenkyo.or.jp/060project/066search/1273/）

主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管などの取組を広く情報発信しています。

自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、是非ご連絡ください。
なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 内山･堀籠･磯部 Tel：03-5253-5574 FAX:03-5253-5575

沖縄県では、若者の選挙や政治参加のきっかけ作りを目的として、

若者選挙カレッジを実施しています。

11月には第１回として、①他県の若者啓発団体の活動内容の聴取、

②県内の政党等による沖縄の観光と今後の発展をテーマにした意見

発表と意見交換、③来年度の沖縄県議選の若者向け臨時啓発の企画

提案のグループワークを行いました。

実施にあたり、様々な工夫を行っているところですが、特に、県

内政党等との調整につきましては、政党等間に不平等が生じないよ

う、発表の順序はくじで決めることや、カレッジ生からの質疑が特

定の政党に集中した場合は、コーディネーターの差配で、他の政党

に意見させる等の配慮をしております。その一方で、選挙運動にな

らないよう注意を促しております。

引き続き、カレッジ生が、楽しみながら学べる研修を実施してい

きたいと思います。

①若者選挙ネットワーク「SNSを使いこなせ！」 12月14日＠鹿児島
前号でご案内したとおり、「どのように選挙に関する

情報発信すればよいか分からない」「SNSを見てくれる
人が少ない」という若者啓発団体の悩みに応え、SNSの
効果的な活用方法を学ぶワークショップを実施しました。

先ずは、企業のSNSの業務を担当している講師から、
SNSの利用実態や特色、効果的な投稿頻度や選挙や政治と
の関連、注意事項等をレクチャーしてもらいました。

次に、拡散が期待でき、投稿のハードルが低く簡単に
投稿できるInstagramとTwitterを対象に、グループで協力し
て一つの投稿を作成するワークショップを実施しました。

Instagramでは、写真の印象が強いため、講師から自然光
の工夫や、画角を考慮した撮影方法などを学んだ後、
Instagramへ投稿を行ったところ、全グループが、見やすく
個性的な投稿をすることができました。

対してTwitterは、情報の鮮度や目につきやすくするため
のテキストや写真・動画の投稿方法を意識する、といった
ポイントに気をつけながら、「議員と大学生との座談会」という架空のイベント
を紹介する投稿を作成しました。普段の活動内容に即したテーマのため、各グ
ループともに、真剣に取り組んでいました。

今回の受講内容について
は、参加されていない学生
団体の皆様にもご提供でき
るよう、後日資料の配布を
予定しておりますので、
効果的な啓発活動にご活用
ください。

③沖縄県選挙管理委員会主催「若者選挙カレッジ」

④主権者教育アドバイザー紹介 黒崎 洋介（神奈川県立瀬谷西高等学校教諭）

12月5日に鈴鹿医療科学大学にて、三重県選挙管理委員会が主

催する青年選挙講座が開催され、アドバイザーとして大学生約

230名を対象に講義を行いました。スマートフォンで参加できる

アンケートソフトを活用して、受講した大学生の政治参加意識を

リアルタイムで集計して、その回答を分析する形で選挙の意義に

ついて解説を行いました。そして、「良い政治家を選ぶためには

どうしたらよいか？」などのテーマについて、政治学や経済学の

考え方を用いて、ペアワークで考察してもらいました。また、7

月に実施された参議院選挙を題材として、スマートフォンから投

票を行う「模擬インターネット投票」も行いました。これからも、

主権者教育の可能性を追求していきたいと思います。三重県選挙

管理委員会の皆さま、ありがとうございました。

講義の様子

模擬インターネット投票の様子

目にとまりやすい印象を意識したTwitterの投稿内容

アドバイスを受け改善された
Instagramの投稿内容

協力して投稿内容を考える学生
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